
 
 

 

         

第 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主

催
の
第
六
十
五
回
年
次
大
会
金

沢
大
会
は
、
十
月
十
三
日(

金)
 

十
四
日(

土)

に
、
石
川
県
金
沢

市
の
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
於
い

て
東
海
北
陸
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷

協
同
組
合
の
担
当
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

年

次

大

会

が

金

沢

で

開

催

さ
れ
る
の
は
、
平
成
二
年
の
第

三
十
二
回
大
会
以
来
、
実
に
三

十
三
年
ぶ
り
、
当
日
は
ご
来
賓

を
初
め
、
組
合
員
、
会
友
、
協

賛
会
、
報
道
関
係
者
な
ど
計
二

六
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

                 

午

後

二

時

半

か

ら

は

『

伝

統
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な

顧
客
価
値
創
造
へ
の
挑
戦
』
と

題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
金
沢
の
伝
統

工
芸
、
食
文
化
に
携
わ
る
金
沢

を
代
表
す
る
各
界
の
若
手
リ
ー

ダ
ー
三
人
を
招
い
て
、
ど
の
よ

う
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

パ

ネ

ラ

ー

は

㈱

箔

一

の

代

表
取
締
役
社
長
・
浅
野
達
也
氏
、

㈱

芝

寿

し

の

代

表

取

締
役
社

長
・
梶
谷
真
康
氏
、
加
賀
友
禅

舞
田
染
画
工
芸
の
毎
田
仁
嗣
氏
、

コ 

                

コ
―
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
㈱
金
沢

シ
ー
ル
の
代
表
取
締
役
・
小
杉

喜
文
氏
で
し
た
。 

こ

の

後

式

典

に

移

り

、

国

歌
斉
唱
、
先
輩
物
故
者
へ
の
黙

と
う
、
の
後
、
田
中
祐
会
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
「
金
沢
の

伝
統
工
芸
や
食
文
化
に
学
び
、

我
わ
れ
も
古
く
か
ら
の
技
術
を

大
切
に
し
な
が
ら
新
た
な
技
術

や
価
値
創
造
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
来
賓
の
挨
拶
と
し
て

経
済
産
業
省
中
部
経
済
産
業
局

産
業
部
長
の
中
川
浩
之
氏
、
日

本
印
刷
産
業
連
合
会
常
務
理
事

の
緒
方
宏
俊
氏
、
全
日
本
協
賛

会
会
長
の
服
部
真
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

連
合
会
報
告
の
後
祝
電
が
披

露
さ
れ
、
組
合
功
労
者
四
名
、

優
良
従
業
員
表
彰
一
名
が
表
彰

を
受
け
、
続
い
て
ラ
ベ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

 

 

第
三
十
三
回
シ
ー
ル
ラ

ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
組

合
員
・
会
友
か
ら
、
五
十
九
社

九
十
八
作
品
の
応
募
が
あ
り
、 

 
 

経

済

産

業

大

臣

賞

は

常

連

と
な
っ
た
精
英
堂
印
刷
が
受
賞
、

当
組
合
か
ら
は
三
社
が
出
展
し

ま
し
た
が
、
北
島
シ
ー
ル
印
刷

所
が
連
合
会
会
長
賞(

レ
タ
ー

プ
レ
ス
平
圧
式
凸
版
印
刷
機)

を
規
定
課
題
で
受
賞
、
ま
た
サ

ン
技
研
が(

レ
タ
ー
プ
レ
ス
平

圧
式
凸
版
印
刷
機)

優
秀
賞
の

平
圧
三
位
を
、
会
友
の
サ
ン
メ

ッ
ク(

レ
タ
ー
プ
レ
ス
間
欠
式

輪
転)

が
輪
転
五
位
に
そ
れ
ぞ

れ
入
賞
し
ま
し
た
。 

大

会

宣

言

は

全

日

本

シ

ー

ル
印
刷
青
年
部
協
議
会
の
山
下

圭
三
会
長
が
読
み
上
げ
、
神
奈

川
県
シ
ー
ル
組
合
理
事
長
の
堀

木
淳
一
氏
が
閉
会
の
辞
を
述
べ

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。 

懇

親

会

は

初

め

に

担

当

協

組
の
東
海
北
陸
シ
ー
リ
ン
グ
印

刷
協
同
組
合
の
永
瀬
雅
人
理
事

長
が
挨
拶
し
、
北
陸
支
部
長
の

小
杉
善
文
氏
が
乾
杯
の
音
頭
を

取
り
、
北
陸
な
ら
で
は
の
山
海

の
珍
味
と
美
味
し
い
地
酒
に
舌

鼓
を
打
ち
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
金
沢
芸
妓
の
踊
り
も
披

露
さ
れ
、
懇
親
会
は
大
い
に
盛
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第 6 5 回年次大会金沢大会  

全国から 260 名が参加して開催 

パネルディスカッションも好評 

3 3 年ぶりに金沢で開催された第 65 回年次大会  

挨拶する永瀬理事長  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


り
上
が
り
、
最
後
に
次
回
担
当

の
神
奈
川
県
組
合
副
理
事
長
の

佐
々
木
兼
一
氏
が
「
来
年
も
横

浜
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

翌

日

は

金

沢

市

内

の

半

日

観
光
に
参
加
す
る
人
、
思
い
思

い
に
観
光
を
す
る
人
な
ど
様
々

で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
金
沢

を
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

  

    

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会(

會
津
健
会
長)

主
催
の
令

和
五
年
度
中
央
会
表
彰
式
は
、 

十
月
十
六
日(

月)

午
後
二
時
よ 

り
、
中
央
区
銀
座
の
「
銀
座
ブ

ロ
ッ
サ
ム
」
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

会
長
表
彰
は
組
合
の
役
員
や
事

務
局
な
ど
を
十
年
以
上
務
め
た

人
に
対
し
表
彰
を
行
う
も
の
で
、

今
回
は
組
合
功
労
者
一
二
二
名

が
表
彰
さ
れ
、
当
組
合
の
北
島

憲
高
理
事
長
が
組
合
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
、
北
島
理
事
長

は
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を

代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

    

当
日
は
こ
の
他
に
組
合
事
務
局

な
ど
十
一
名
が
会
長
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。(

写
真
は
謝
辞
を

述
べ
る
北
島
理
事
長)

 

 

 
 ラ

ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム 

出
展
受
付
け
を
開
始 

  
ラ
ベ
ル
新
聞
社
主
催
の
「
ラ

ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン 

  

二
〇
二
四
」
は
五
年
ぶ
り
に

来
年
十
月
二
十
三
日
に
開
催
す

る
が
、
こ
の
ほ
ど
展
示
会
の
出

展
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

申
し
込
み
は
左
記
の
ラ
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
委
員
会
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

電
話

0
3

 
3

8
6

6
 

6
5

7
7

 

ま

た
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。 

h
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p

s
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本
社
工
場
を
移
転 

 
 

 
 

フ
ジ
ラ
ベ
ル
印
刷 

 

㈱
フ
ジ
ラ
ベ
ル
印
刷(

藤
井

秀
夫
社
長)

は
、
九
月
十
九
日

に
本
社
工
場
を
左
記
に
移
転
し

ま
し
た
。 

新

住

所

、

電

話

、

Ｆ

Ａ

Ｘ

は
次
の
通
り
。 

■
住
所 

〒
一
四
四-

〇
〇

四
六 

大
田
区
東
六
郷
一
の
一

三
の
一
〇 

■
電
話 

六
四
二
四-

九
八

九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
四
二
四-

九

八
九
三 

        .         

                                 
令和 6 年新春合同賀詞交歓会 

1 月 11 日(木)上野精養軒にて  

申込み締め切りは 12 月 20 日 

会長表彰式の会場風景  

 

東
京
都
中
央
会
表
彰
式
を
開
催 

北
島
理
事
長
他
一
一
二
名
が
会
長
表
彰
を 

金沢稽古によるアトラクション      各組合の受付も大忙し  



                                 

    

 

                            

                                 

                                 

                              

   
 

 

 



   

■
「
少
額
訴
訟
」
と
は 

友

達

に

貸

し

た

十

万

円

が

返
っ
て
こ
な
い
、
商
品
の
代
金

五
十
万
円
を
払
っ
て
く
れ
な
い

等
々
、
少
額
な
金
銭
を
め
ぐ
っ

て
は
裁
判
を
起
こ
す
の
は
ち
ょ

っ
と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
六

〇

万

円

以

下

の

請

求

な
ら
、

「
少
額
訴
訟
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。 

少

額

訴

訟

と

は

、

六

〇

万

円
以
下
の
金
銭
の
支
払
い
の
請

求
を
目
的
と
し
て
い
る
少
額
の

紛
争
に
つ
い
て
、
通
常
の
訴
訟

手
続
よ
り
も
簡
易
・
迅
速
な
紛

争
の
解
決
を
目
的
と
し
て
い
る

制
度
で
す
。
通
常
の
訴
訟
手
続

と
異
な
る
点
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
原
則
と
し
て
一
日
の

期
日
で
す
べ
て
の
審
理
を
終
了

し
、
判
決
ま
で
言
い
渡
す
と
い

う
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
と

言
え
ま
す
。 

そ

の

た

め

、

事

実

関

係

が

複
雑
で
あ
っ
た
り
、
争
点
が
多

い
な
ど
審
理
に
時
間
が
か
か
る

よ
う
な
事
件
は
、
少
額
訴
訟
の

利
用
に
は
適
し
ま
せ
ん
。 

①
訴
状
の
提
出 

支
払
い
を
求
め
る
被
告
か
ら 

  

 

あ

な

た

自

身

の

住

所

地

を

管
轄
し
て
い
る
エ
リ
ア
の
簡
易

裁
判
所
に
、
訴
え
を
提
起
し
ま

す
。 

②
口
頭
弁
論
期
日
の
指
定 

裁

判

所

に

訴

状

を

提

出

し

て
数
日
経
過
す
る
と
、
裁
判
所

か
ら
あ
な
た
に
連
絡
が
あ
り
、

あ
な
た
が
裁
判
所
に
出
頭
す
る

口
頭
弁
論
期
日
の
日
時
が
決
ま

り
ま
す
。 

③
口
頭
弁
論
期
日
に
出
頭 

口

頭

弁

論

期

日

の

日

は

、

指
定
さ
れ
た
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
裁
判
所
に
行
き
ま
す
。

裁
判
所
に
提
出
し
た
訴
状
の
控

え
や
、
訴
状
に
押
印
し
た
印
鑑
、

証
拠
と
し
て
提
出
し
た
借
用
書

等
の
原
本
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

ま
し
ょ
う
。 

④
裁
判
の
進
行 

裁

判

で

は

、

司

法

委

員

と

い
う
人
に
間
に
入
っ
て
も
ら
い
、

和
解
で
き
る
か
ど
う
か
の
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。
支
払
金

額
や
支
払
方
法
に
つ
い
て
お
互

い
に
合
意
に
至
っ
た
場
合
に
は
、

和
解
成
立
と
な
り
、
和
解
条
項

が
作
成
さ
れ
、
裁
判
は
終
了
し 

ま
す
。
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た 

   

場
合
に
は
、
裁
判
所
が
双
方
の 

言
い
分
を
聞
き
、
ま
た
、
提
出

さ
れ
た
証
拠
を
調
べ
て
、
ど
ち

ら
の
言
い
分
が
正
し
い
か
に
つ

い
て
判
決
を
言
い
渡
し
ま
す
。 

⑤
必
要
な
書
類 

訴

状

，

申

立

手

数

料

，

相

手
方
に
書
類
を
送
る
た
め
の
郵

便
切
手
，
添
付
書
類
等
を
ご
用

意
し
て
い
た
だ
き
，
訴
え
を
起

こ
す
簡
易
裁
判
所
に
郵
送
で
，

又
は
直
接
，
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

■
少
額
訴
訟
の
手
続
き
を
自
分

で
し
た
場
合
の
費
用 

自

分

で

簡

単

に

手

続

き

を

行
え
る
の
が
少
額
訴
訟
の
メ
リ

ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
少
額
訴
訟
を
起
こ
す
人

の
大
半
は
、
自
分
一
人
で
手
続

き
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ

の

際

は

、

以

下

の

裁

判

費
用
の
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

①
収
入
印
紙
代 

少
額
訴
訟
を
お
こ
な
う
に
は
、

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

こ
の
申
請
書
に
訴
訟
の
目
的
の 

金
額
（
訴
額
）
に
応
じ
た
手
数

料
を
収
入
印
紙
で
納
付
す
る
の 

   

で
、
そ
の
分
の
費
用
が
発
生
し 

ま
す
。 

一
〇
万
円
が
千
円
で
、
六
十
万

円
が
六
千
円
で
す
。 

②
予
納
郵
券
代 

郵

券

（

切

手

）

は

訴

状

の

送
達
や
判
決
の
送
付
等
に
使
用

さ
れ
る
た
め
、
必
要
分
を
購
入

し
裁
判
所
へ
と
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

た

だ

し

、

少

額

訴

訟

が

終

了
し
た
あ
と
に
郵
券
が
使
用
さ

れ
ず
に
あ
ま
っ
た
分
は
、
申
立

人
へ
と
返
却
さ
れ
ま
す
。 

郵

券

の

価

格

は

管

轄

の

裁

判
所
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
原
告

と
被
告
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算

さ
れ
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
３
，

０
０
０
～
５
，
０
０
０
円
程
度

に
な
り
ま
す
。 

東

京

簡

易

裁

判

所

で

あ

れ

ば
、
原
告
及
び
被
告
が
そ
れ
ぞ

れ
一
人
の
場
合→

３
，
９
１
０

円
分
の
切
手
を
納
め
ま
す
。 

原
告
、
被
告
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人

増
す
ご
と
に
２
，
１
０
０
円
の

切
手
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

【
参
考
資
料
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ご
存
知
で
す
か
？ 

六
〇
万
円
以
下
な
ら
「
少
額
訴
訟
」
は
一
日
で
結
審
し
ま
す
！ 

https://saiken-pro.com/columns/49/


■
病
気
と
ス
ト
レ
ス 

 
普

段

か

ら

だ

は

自

律
神
経

系
・
内
分
泌
系
・
免
疫
系
の
バ

ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
微
妙
に
調
節

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ス
ト

レ
ス
に
よ
り
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
す
る
と
、
か
ら
だ
の

病
気
が
生
じ
ま
す
。
逆
に
か
ら 

  
 

     

  

 

   

   

だ
の
病
気
は
こ
こ
ろ
に
も
影
響

し
ま
す
。
ま
た
日
常
の
ス
ト
レ

ス
は
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
す
ぎ
と

い
っ
た
不
健
康
な
行
動
を
通
し

て
も
間
接
的
に
か
ら
だ
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
の
で
、
お
互
い

の
関
係
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ

と
は
大
切
で
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
手
が
か
り

に
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
病
気
を
観

察
し
て
み
る
と
、
ス
ト
レ
ス
を

上
手
に
発
散
し
た
り
対
処
し
た

り
す
る
こ
と
が
下
手
で
あ
っ
た

り
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
い

性
格
が
原
因
で
、
か
ら
だ
の
病

気
＝
心
身
症
に
な
り
や
す
い
こ

と

が

わ

か

っ

て

き

ま

し
た
。 

 

最
近
で
は
例
え
ば
、
病
気
と

性
格
傾
向
や
ス
ト
レ
ス
対
処
様

式
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
そ
の

人
の
持
っ
て
い
る
遺
伝
的
素
質

と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
来
て

い
ま
す
。 

■
糖
尿
病
と
抑
う
つ 

冠

動

脈

疾

患

（

狭

心

症

や

心
筋
梗
塞
）
発
症
に
タ
イ
プ
Ａ

性
格
行
動
様
式
が
関
係
し
て
い

る
と
海
外
で
は
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
他
方
で
直
接
的
に
関
係

し
な
く
て
も
、
ス
ト
レ
ス
が
食

べ
過
ぎ
や
飲
み
す
ぎ
と
い
っ
た

不
健
康
な
健
康
管
理
の
行
動
を

通
し
て
身
体
の
病
気
（
肥
満
や

糖
尿
病
・
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障

害
な
ど
）
を
間
接
的
に
引
き
起

こ
し
て
い
る
点
に
も
注
目
が
な

さ

れ

て

い

ま

す

。

い

わ
ゆ
る

「
生
活
習
慣
病
」
と
言
わ
れ
る

も
の
に
も
こ
う
し
た
心
と
か
ら

だ
の
関
係
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
大
切
と
い
う
わ
け
で
す
。 

■
循
環
器
疾
患 

心

疾

患

や

脳

血

管

疾

患

に

代
表
さ
れ
る
循
環
器
疾
患
の
中

に
は
う
つ
病
を
発
症
し
て
い
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
う

つ
病
に
な
る
と
循
環
器
疾
患
の

再
発
や
予
後
に
よ
く
な
い
影
響

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

海
外
の
研
究
で
は
、
心
疾
患

の

五

人

に

一

人

(

一

五

～

二

三
％)

は
う
つ
病
を
経
験
す
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ

病
に
な
る
と
心
疾
患
に
な
り
や

す
い
と
も
、
逆
に
心
疾
患
に
な

る
と
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

結
論
は
で
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
て
も
う
つ
病
の
心
疾
患

患
者
は
、
服
薬
遵
守
や
適
度
な

運
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

生
活
習
慣
が
悪
化
し
た
り
す
る

こ
と
か
ら
、
予
後
が
よ
く
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■
う
つ
病
の
サ
イ
ン 

早

期

に

う

つ

病

の

サ

イ

ン

に
気
が
つ
く
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
一
般
的
に
物
事
に
対

し
て
興
味
が
な
く
な
っ
て
楽
し

め
な
く
な
り
、
気
分
が
落
ち
込

み
憂
う
つ
に
な
り
絶
望
的
な
気

持
ち
に
な
る
こ
と
な
ど
が
サ
イ

ン
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
抗
う

つ
薬
が
効
果
的
な
場
合
が
あ
り
、

抑
う
つ
感
を
受
け
止
め
る
こ
と

で
前
向
き
に
対
処
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

急

性

心

筋

梗

塞

を

は

じ

め

と
す
る
循
環
器
疾
患
は
、
老
化

や
高
血
圧
・
喫
煙
・
肥
満
・
糖

尿
病
な
ど
全
身
血
管
の
動
脈
硬

化
を
き
た
す
疾
患
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
発
症
の
引
き

金
と
し
て
ス
ト
レ
ス
や
う
つ
な

ど
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

予
防
と
同
時
に
心
の
健
康
維
持

も
、
循
環
器
疾
患
の
予
防
の
た

め
に
と
て
も
大
切
で
す
。 

■
が
ん
と
こ
こ
ろ 

が

ん

に

罹

患

す

る

と

、

多

く
の
方
が
診
断
・
治
療
な
ど
の

臨
床
経
過
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
レ
ス
を
体
験
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
技
術

の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
の
早
期

診
断
が
可
能
と
な
り
、
外
科
療

法
・
化
学
療
法
・
放
射
線
療
法

の
併
用
に
よ
る
効
果
的
な
治
療

が
提
供
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
背

景
に
、
が
ん
治
療
に
お
け
る
精

神
的
側
面
の
ケ
ア
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

【
参
考
資
料
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N o 2 01 健康がいちばん !   

ǛȢȱɕȢǡ ǛǢ  

ǡ Ǣ Ǟǵ☼ ƻǾ  

  

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/metabolic/ym-048.html
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/metabolic/ym-040.html
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/heart/yk-016.html
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/heart/yk-016.html
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/heart-summaries/k-05


 

リ
ン
テ
ッ
ク(

東
京
都
文
京

区
小
石
川
一
の
一
の
一 

文
京

ガ
ー
デ
ン 

ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
８

Ｆ 
. 

三
八
六
八-
七
七

二

〇)

は
、
環
境
意
識
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
フ
ッ
素
樹
脂
を
使

用
せ
ず
に
耐
油
性
を
付
与
し
た

特
殊
機
能
紙
を
新
た
に
開
発
。

十
月  

 

二
日
か
ら
受
注
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
印
刷
・
加
工
適
性
に

も
優
れ
、
各
種
食
品
包
材
の
ほ

か
、
カ
ッ
プ
や
敷
き
紙
な
ど
の

用
途
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

な
お
、
同
製
品
は
十 

月
四 

日

か
ら
十 

月
六 

日
ま
で
幕
張
メ

ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル 
マ
テ
リ
ア
ル
展
（
通

称
：S

U
S

M
A

サ
ス
マ
）
」
に

出
展
し
ま
し
た
。 

昨

今

、

コ

ロ

ナ

禍

の

影

響

も
あ
り
食
品
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

需
要
が
増
加
し
、
脱
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
観
点
か
ら
も
各
種
食
品

包
材
と
し
て
の
耐
油
紙
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

ま

た

通

常

、

耐

油

紙

に

は

フ
ッ
素
樹
脂
が
使
わ
れ
ま
す
が
、

環
境
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

こ
れ
を
使
用
し
な
い
タ
イ
プ
の

耐
油
紙
の
需
要
も
フ
ァ
ス
ト
フ

ー
ド
店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
中

心
に
増
え
て
い
ま
す
。 

今

回

発

売

す

る

製

品

は

、

油
が
染
み
出
し
に
く
い
特
性
を

有
し
な
が
ら
紙
な
ら
で
は
の
通

気
性
を
保
持
し
て
い
る
た
め
、

食
品
を
包
ん
だ
後
も
水
蒸
気
を

外
へ
逃
が
す
こ
と
が
で
き
、
で

き
た
て
の
お
い
し
さ
を
長
く
保

つ

こ

と

が

可

能

、

ま

た
、
印

刷
・
加
工
適
性
に
も
優
れ
、
各

種
食
品
包
材
の
ほ
か
、
カ
ッ
プ

や
敷
き
紙
な
ど
の
用
途
に
使
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

同

社

は

今

後

も

幅

広

い

ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
ユ
ー 

ザ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

付
加
価
値
の
高
い
特
殊
紙
製
品

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
に
努
め

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

■
特
徴 

○

フ

ッ

素

樹

脂

を

使

わ

ず

に
耐
油
性
を
付
与
し
た
特
殊
機

能
紙
で
す
。
環
境
意
識
の
高
ま

り
に
お
応
え
し
ま
す
。 

○

油

が

染

み

出

し

に

く

い

特
性
を
有
し
な
が
ら
紙
な
ら
で

は
の
通
気
性
を
保
持
し
て
い
る

た
め
、
食
品
を
包
ん
だ
後
も
水

蒸
気
を
外
へ
逃
が
す
こ
と
が
で

き
、
で
き
た
て
の
お
い
し
さ
を

長
く
保
つ
こ
と
が
可
能
で
す
。 

○

印

刷

・

加

工

適

性

に

も

優
れ
、
各
種
食
品
包
材
の
ほ
か
、

カ
ッ
プ
や
敷
き
紙
な
ど
の
用
途

に
も
使
用
で
き
ま
す
。 

■
用
途 

各
種
食
品
包
材
、
カ

ッ
プ
、
敷
き
紙
、
脱
酸
素
剤
・

乾
燥
剤
包
材
な
ど 

■
規
格 

製
品
形
態
：
巻
取
・

平
判 

※
米
坪
・
寸
法
に
つ
い

て
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い 

■

受

注

開

始

日 

二

〇

二
三 

年
十 
月
二 

日 
 

■
販
売
目
標
一
〇
〇
ｔ
／
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
一
〇
回
「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

ȾȬ ǡ ȅ  

食品包材を中心に様々な用途に  

脱プラスチックニーズに対応  

食品包材を中心に様々な用途に  


